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市議会ウェブサイトやフェイスブックページで、
議会の活動や各種情報をご覧いただけます登別市議会 で または検索

　令
和
４
年
度
当
初
予
算
の
特
徴
は
、
令

和
３
年
度
か
ら
２
年
連
続
で
均
衡
予
算
を

編
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

　公
共
施
設
の
廃
止
等
に
よ
る
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
や
ご
み
関
連
手
数
料

の
引
き
上
げ
な
ど
、
市
民
の
理
解
を
得
な

が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
行
財
政
改
革
の
成

果
が
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

　ま
た
、
市
税
の
大
幅
な
増
や
、
ふ
る
さ

と
納
税
寄
付
金
等
に
よ
る
歳
入
を
見
込
む

こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
要
因
で
す
。

　予
算
の
主
な
事
業
は
、
（
仮
称
）
登
別

市
情
報
発
信
拠
点
施
設
整
備
事
業
費
６
億

１
千
245
万
円
、
市
営
住
宅
（
千
代
の
台
団

地
）
建
替
事
業
費
４
億
６
千
696
万
円
、
ク

リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
中
間
改
修
事
業
費
２

億
５
千
864
万
円
、
消
防
本
部
新
庁
舎
建
設

事
業
費
１
億
７
千
641
万
円
、
市
役
所
本
庁

舎
建
設
事
業
費
１
億
２
千
886
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
、
一
般

会
計
予
算
は
、
歳
出
は
各
款
ご
と
に
、
歳

入
は
全
般
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
を

行
い
、
総
括
質
疑
終
了
後
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　次
に
特
別
会
計
予
算
は
、
国
民
健
康
保

険
、
学
校
給
食
事
業
、
介
護
保
険
、
カ
ル

ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
に
つ
い
て
は
、

歳
入
歳
出
全
般
に
わ
た
り
質
疑
を
行
い
、

質
疑
終
了
後
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　次
に
公
営
企
業
会
計
予
算
は
、
水
道
事

業
及
び
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
収
支

全
般
に
わ
た
り
質
疑
を
行
い
、
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
二
瓶
）

に  

へ
い

予
算
審
査
の
概
要

令和4年度当初予算の内訳

全会計
一般会計

特別会計 公営企業会計

397億7,230万円 225億7,200万円

102億6,060万円 69億3,970万円
（前年度当初比  14億3,910万円） （前年度当初比  8億4,000万円増）

（前年度当初比  1億7,560万円減） （前年度当初比      7億7,470万円増）

詳しい質疑の内容を
録画中継でご覧いた
だくことができます。
スマートフォン等を
お持ちの方は、下記
の二次元コードから
ぜひご覧ください。

　令和３年５月７日に開催した第２回登別市議会臨時会において、工藤前議長と杉尾前副議長の辞職に伴い、議長・
副議長選挙が行われ、同日付けで新たに辻議員が議長に、千田議員が副議長に就任しました。また、各委員会の委員
が新たに選任されましたので、議長・副議長就任のごあいさつと全議員の紹介、各委員会構成をお知らせします。

委員16名が
令和４年度予算を問う予算審査特集

　令和４年第１回定例会において、３月10日～15
日の間、予算・決算委員会を開催し、令和４年度の
予算関連議案の審査を行いました。
　委員16名から約140項目にわたる質疑の後、総
括質疑を行い、審査は合計で16時間30分に及びま
した。
　その結果、一般会計予算、各特別会計予算及び各
事業会計予算を全て全会一致で可決しました。
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　介
護
保
険
特
別
会
計
に
お
け
る
成
年
後

見
人
は
、
親
族
が
基
本
で
あ
り
、
周
知
の
徹

底
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談
は
増
加

し
て
い
る
が
、
市
民
後
見
人
は
、
そ
の
責
任

の
重
さ
な
ど
か
ら
、
育
成
が
な
か
な
か
進
ん

で
い
な
い
現
状
に
あ
る
。

　今
後
に
つ
い
て
は
、
市
民
向
け
の
講
座
に

お
い
て
、
将
来
自
分
の
親
族
に
対
し
て
後
見

人
と
な
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
方
な
ど
も
参

加
で
き
る
な
ど
、
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
天
神
林
）

　
　昨
年
10
月
公
表
の
中
期
財
政
見
通
し
と

令
和
４
年
度
当
初
予
算
を
比
較
し
た
見
解
は
。

　
　令
和
３
年
度
決
算
見
込
み
が
約
10
億
円

と
な
り
、
財
政
調
整
基
金
等
の
残
高
見
込
み

は
17
億
３
千
100
万
円
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　ま
た
、
積
立
可
能
と
な
っ
た
要
因
は
、
市

税
収
入
の
増
や
見
込
み
以
上
の
国
の
交
付
金

の
支
給
に
加
え
、
執
行
残
や
前
年
度
繰
越
額

が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　市
役
所
本
庁
舎
を
は
じ
め
、
今
後
の
大

型
施
設
建
設
事
業
が
、
想
定
さ
れ
る
中
で
、

毎
年
度
の
予
算
や
後
年
度
の
市
債
償
還
に
対

す
る
考
え
は
。

　
　活
用
で
き
る
財
源
と
し
て
、
国
や
道
の

有
利
な
起
債
を
活
用
し
、
そ
の
上
で
起
債
裏

と
な
る
頭
金
部
分
は
、
庁
舎
整
備
基
金
に
積

み
立
て
る
な
ど
の
事
前
準
備
に
よ
っ
て
、
一

定
程
度
の
平
準
化
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

　将
来
的
な
公
債
費
負
担
は
、
国
な
ど
の
補

助
の
活
用
と
、
市
役
所
本
庁
舎
や
消
防
本
部

新
庁
舎
で
は
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
の

活
用
で
単
年
度
財
政
負
担
は
抑
え
ら
れ
る
。

　
　今
後
を
踏
ま
え
た
市
長
の
考
え
は
。

　
　市
役
所
本
庁
舎
や
消
防
庁
舎
は
市
民
の

安
心
や
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
ま
た
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
を
目
指
し
持
続
可

能
な
新
し
い
時
代
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
杉
尾
）

　
　セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
の
改
修
時
期
は
い
つ

に
な
る
の
か
。

　
　セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
経
営

戦
略
で
は
令
和
７
年
度
に
屋
根
、
外
壁
の
塗

装
修
繕
を
行
う
予
定
だ
が
、
令
和
５
年
度
か

ら
６
年
度
に
か
け
て
実
施
予
定
と
し
て
い
る
。

　第
１
リ
フ
ト
の
大
規
模
改
修
が
半
導
体
不

足
等
の
影
響
に
よ
り
、
後
ろ
倒
し
と
な
る
可

能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
１
リ
フ
ト
の
大

規
模
改
修
の
時
期
や
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
の
屋

根
、
外
壁
の
状
況
な
ど
を
勘
案
し
実
施
時
期

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
工
藤
）

　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
は
。

　
　令
和
４
年
度
当
初
予
算
で
は
、
経
済
対

策
と
し
て
湯
之
国
登
別
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事

業
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
移
住
促
進

事
業
を
、
情
報
化
対
策
と
し
て
公
共
施
設
予

約
シ
ス
テ
ム
事
業
や
証
明
書
等
手
数
料

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
事
業
、
衛
生
対

策
を
加
え
、
合
計
約
１
千
800
万
円
の
活
用
を

予
定
し
て
い
る
。

　
　令
和
４
年
度
に
使
え
る
臨
時
交
付
金
は

約
２
億
５
千
万
円
で
あ
り
、
残
り
の
約
２
億

３
千
万
円
の
活
用
の
考
え
は
。

　
　市
内
消
費
を
喚
起
し
、
建
設
事
業
者
へ

の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
エ
ー
ル
建
設
券

発
行
事
業
に
よ
る
緊
急
経
済
対
策
を
講
じ
る
。

　ま
た
、
本
臨
時
交
付
金
の
目
的
を
鑑
み
、

経
済
対
策
や
情
報
化
対
策
を
優
先
し
て
、
市

内
経
済
の
状
況
等
を
勘
案
し
な
が
ら
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
く
。

　そ
の
ほ
か
、
歳
入
・
歳
出
の
編
成
や
自
主

財
源
・
依
存
財
源
の
均
衡
予
算
を
編
成
で
き

た
傾
向
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
職
員
管
理

や
公
共
施
設
の
適
正
配
置
の
考
え
と
削
減
の

現
状
、
千
代
の
台
団
地
へ
の
保
育
所
移
設
な

ど
の
子
育
て
政
策
や
地
域
公
共
交
通
課
題
な

ど
、
市
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
田
）

質質 答

質質 質 答答答

質答

答

予算・決算委員会（令和４年度予算審査） 総括質疑、各委員の質疑

総
括
質
疑

　
　
　
　市
民
・
前
進

総
括
質
疑

　
　
　
　市
民
・
前
進

総
括
質
疑

　
　
　市
政
ク
ラ
ブ
21

総
括
質
疑

　
　
　市
政
ク
ラ
ブ
21

ス
キ
ー
場
経
営
戦
略
の
進
行
状
況
は

　
　公
共
施
設
の
除
却
に
は
多
額
の
費
用
を

要
す
る
が
、
費
用
の
回
収
は
難
し
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
施
設
の
維
持
管
理
に
費
用
を
充

て
る
こ
と
で
売
却
や
利
活
用
を
し
や
す
く
し

て
、
除
却
費
用
を
削
減
す
る
考
え
は
。

　
　老
朽
化
し
た
施
設
は
取
り
壊
し
て
売
却

し
て
い
る
が
、
行
政
目
的
を
完
了
し
た
場
合
、

若
干
の
修
繕
を
加
え
る
こ
と
で
利
活
用
が
可

能
で
あ
れ
ば
売
却
や
貸
し
付
け
も
考
え
ら
れ

る
一
方
で
、
公
共
施
設
の
面
積
の
削
減
も
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
小
栗
）

質答

質答
成
年
後
見
制
度
の
親
族
へ
の
周
知
は

公
共
施
設
の
除
却
費
用
を
削
減
す
る
考
え
は

す
ぎ  

お

て
ん
じ
ん
ば
や
し

お  

ぐ
り

く  

ど
う

ち
　

 

だ
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した。
　その結果、一般会計予算、各特別会計予算及び各
事業会計予算を全て全会一致で可決しました。
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　介
護
保
険
特
別
会
計
に
お
け
る
成
年
後

見
人
は
、
親
族
が
基
本
で
あ
り
、
周
知
の
徹

底
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談
は
増
加

し
て
い
る
が
、
市
民
後
見
人
は
、
そ
の
責
任

の
重
さ
な
ど
か
ら
、
育
成
が
な
か
な
か
進
ん

で
い
な
い
現
状
に
あ
る
。

　今
後
に
つ
い
て
は
、
市
民
向
け
の
講
座
に

お
い
て
、
将
来
自
分
の
親
族
に
対
し
て
後
見

人
と
な
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
方
な
ど
も
参

加
で
き
る
な
ど
、
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
天
神
林
）

　
　昨
年
10
月
公
表
の
中
期
財
政
見
通
し
と

令
和
４
年
度
当
初
予
算
を
比
較
し
た
見
解
は
。

　
　令
和
３
年
度
決
算
見
込
み
が
約
10
億
円

と
な
り
、
財
政
調
整
基
金
等
の
残
高
見
込
み

は
17
億
３
千
100
万
円
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　ま
た
、
積
立
可
能
と
な
っ
た
要
因
は
、
市

税
収
入
の
増
や
見
込
み
以
上
の
国
の
交
付
金

の
支
給
に
加
え
、
執
行
残
や
前
年
度
繰
越
額

が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　市
役
所
本
庁
舎
を
は
じ
め
、
今
後
の
大

型
施
設
建
設
事
業
が
、
想
定
さ
れ
る
中
で
、

毎
年
度
の
予
算
や
後
年
度
の
市
債
償
還
に
対

す
る
考
え
は
。

　
　活
用
で
き
る
財
源
と
し
て
、
国
や
道
の

有
利
な
起
債
を
活
用
し
、
そ
の
上
で
起
債
裏

と
な
る
頭
金
部
分
は
、
庁
舎
整
備
基
金
に
積

み
立
て
る
な
ど
の
事
前
準
備
に
よ
っ
て
、
一

定
程
度
の
平
準
化
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

　将
来
的
な
公
債
費
負
担
は
、
国
な
ど
の
補

助
の
活
用
と
、
市
役
所
本
庁
舎
や
消
防
本
部

新
庁
舎
で
は
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
の

活
用
で
単
年
度
財
政
負
担
は
抑
え
ら
れ
る
。

　
　今
後
を
踏
ま
え
た
市
長
の
考
え
は
。

　
　市
役
所
本
庁
舎
や
消
防
庁
舎
は
市
民
の

安
心
や
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
ま
た
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
を
目
指
し
持
続
可

能
な
新
し
い
時
代
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
杉
尾
）

　
　セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
の
改
修
時
期
は
い
つ

に
な
る
の
か
。

　
　セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
経
営

戦
略
で
は
令
和
７
年
度
に
屋
根
、
外
壁
の
塗

装
修
繕
を
行
う
予
定
だ
が
、
令
和
５
年
度
か

ら
６
年
度
に
か
け
て
実
施
予
定
と
し
て
い
る
。

　第
１
リ
フ
ト
の
大
規
模
改
修
が
半
導
体
不

足
等
の
影
響
に
よ
り
、
後
ろ
倒
し
と
な
る
可

能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
１
リ
フ
ト
の
大

規
模
改
修
の
時
期
や
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
の
屋

根
、
外
壁
の
状
況
な
ど
を
勘
案
し
実
施
時
期

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
工
藤
）

　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
は
。

　
　令
和
４
年
度
当
初
予
算
で
は
、
経
済
対

策
と
し
て
湯
之
国
登
別
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事

業
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
移
住
促
進

事
業
を
、
情
報
化
対
策
と
し
て
公
共
施
設
予

約
シ
ス
テ
ム
事
業
や
証
明
書
等
手
数
料

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
事
業
、
衛
生
対

策
を
加
え
、
合
計
約
１
千
800
万
円
の
活
用
を

予
定
し
て
い
る
。

　
　令
和
４
年
度
に
使
え
る
臨
時
交
付
金
は

約
２
億
５
千
万
円
で
あ
り
、
残
り
の
約
２
億

３
千
万
円
の
活
用
の
考
え
は
。

　
　市
内
消
費
を
喚
起
し
、
建
設
事
業
者
へ

の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
エ
ー
ル
建
設
券

発
行
事
業
に
よ
る
緊
急
経
済
対
策
を
講
じ
る
。

　ま
た
、
本
臨
時
交
付
金
の
目
的
を
鑑
み
、

経
済
対
策
や
情
報
化
対
策
を
優
先
し
て
、
市

内
経
済
の
状
況
等
を
勘
案
し
な
が
ら
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
く
。

　そ
の
ほ
か
、
歳
入
・
歳
出
の
編
成
や
自
主

財
源
・
依
存
財
源
の
均
衡
予
算
を
編
成
で
き

た
傾
向
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
職
員
管
理

や
公
共
施
設
の
適
正
配
置
の
考
え
と
削
減
の

現
状
、
千
代
の
台
団
地
へ
の
保
育
所
移
設
な

ど
の
子
育
て
政
策
や
地
域
公
共
交
通
課
題
な

ど
、
市
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
田
）

質質 答

質質 質 答答答

質答

答

予算・決算委員会（令和４年度予算審査） 総括質疑、各委員の質疑

総
括
質
疑

　
　
　
　市
民
・
前
進

総
括
質
疑

　
　
　
　市
民
・
前
進

総
括
質
疑

　
　
　市
政
ク
ラ
ブ
21

総
括
質
疑

　
　
　市
政
ク
ラ
ブ
21

ス
キ
ー
場
経
営
戦
略
の
進
行
状
況
は

　
　公
共
施
設
の
除
却
に
は
多
額
の
費
用
を

要
す
る
が
、
費
用
の
回
収
は
難
し
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
施
設
の
維
持
管
理
に
費
用
を
充

て
る
こ
と
で
売
却
や
利
活
用
を
し
や
す
く
し

て
、
除
却
費
用
を
削
減
す
る
考
え
は
。

　
　老
朽
化
し
た
施
設
は
取
り
壊
し
て
売
却

し
て
い
る
が
、
行
政
目
的
を
完
了
し
た
場
合
、

若
干
の
修
繕
を
加
え
る
こ
と
で
利
活
用
が
可

能
で
あ
れ
ば
売
却
や
貸
し
付
け
も
考
え
ら
れ

る
一
方
で
、
公
共
施
設
の
面
積
の
削
減
も
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
小
栗
）

質答

質答
成
年
後
見
制
度
の
親
族
へ
の
周
知
は

公
共
施
設
の
除
却
費
用
を
削
減
す
る
考
え
は

す
ぎ  

お

て
ん
じ
ん
ば
や
し

お  

ぐ
り

く  

ど
う

ち
　

 

だ
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　社
会
福
祉
協
議
会
の
予
算
増
額
理
由
は
。

　
　本
市
の
地
域
福
祉
に
欠
か
せ
な
い
存
在

と
認
識
し
、
安
定
的
な
経
営
に
向
け
、
人
件

費
の
み
を
補
助
対
象
経
費
と
し
た
た
め
。

　
　町
内
会
組
織
が
な
い
富
浦
町
の
防
犯
灯

の
維
持
管
理
の
現
状
は
。

　
　地
域
有
志
を
中
心
に
富
浦
町
防
犯
灯
を

守
る
会
が
発
足
、
他
町
内
会
と
同
様
に
管
理

し
て
い
る
。

　
　老
朽
化
し
た
郷
土
資
料
館
の
管
理
状
況

や
今
後
の
工
事
や
増
築
の
必
要
性
は
。

　
　登
別
市
教
育
施
設
等
個
別
施
設
計
画
に

記
載
さ
れ
る
財
政
情
勢
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
杉
尾
）

　
　本
市
が
整
備
費
一
部
負
担
の
市
立
室
蘭

看
護
専
門
学
院
の
看
護
師
試
験
の
合
格
率
は
。

　
　過
去
３
年
間
で
平
均
98
％
で
あ
る
。
　

　
　看
護
学
院
の
内
、
登
別
市
民
の
占
め
る

割
合
と
卒
業
生
の
主
な
就
職
先
は
ど
こ
か
。

　
　卒
業
生
の
約
25
％
（
過
去
３
年
間
）
は

本
市
の
市
民
で
あ
り
、
主
な
就
職
先
は
、
市

立
室
蘭
総
合
病
院
、
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
、

Ｊ
Ｃ
Ｈ
О
登
別
病
院
で
あ
る
。

　同
学
院
は
、
若
年
層
の
転
出
防
止
と
、
地

域
医
療
の
充
実
の
観
点
か
ら
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
り
、
負
担
継
続
の
提
言
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
若
木
）

　
　令
和
４
年
度
の
保
育
所
入
所
決
定
通
知

の
発
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　令
和
４
年
３
月
１
日
に
決
定
し
、
３
月

３
日
に
発
送
し
て
い
る
。

　
　保
育
所
運
営
の
第
一
の
目
的
は
、
保
護

者
の
家
庭
と
仕
事
の
両
立
支
援
で
あ
り
、
入

所
ま
で
１
カ
月
に
満
た
な
い
段
階
で
の
決
定

通
知
は
遅
す
ぎ
る
の
で
は
。

　
　現
行
の
１
カ
月
前
の
通
知
で
は
遅
い
と

の
意
見
も
理
解
で
き
る
の
で
、
令
和
５
年
度

に
は
さ
ら
に
１
カ
月
程
度
の
前
倒
し
を
目
標

に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
今
野
）

質質 答答

予算・決算委員会（令和４年度予算審査） 各委員の質疑

地
域
福
祉
の
充
実
と
文
化
の
伝
承
を

保
育
所
の
入
所
決
定
通
知
の
早
期
発
送
を

質質 答答

質質質 答答答

市
立
看
護
専
門
学
院
の
整
備
負
担
の
継
続
を

　
　令
和
４
年
度
、
新
た
に
取
り
組
む
重
点

的
な
事
業
は
何
か
。

　
　市
民
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進
事

業
で
は
、
高
齢
者
な
ど
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

の
使
い
方
に
不
安
の
あ
る
市
民
を
対
象
と
し

た
講
習
会
を
年
８
回
計
画
し
て
い
る
。

　ま
た
、
公
共
施
設
の
予
約
を
従
来
通
り
の

電
話
に
よ
る
予
約
と
、
ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
用
い

た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
施
設
予
約
の
管
理
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。
予
約
期
間
の
見
直
し

な
ど
、
利
便
性
の
向
上
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
田
）

　
　令
和
４
年
度
よ
り
窓
口
で
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
対
応
が
開
始
さ
れ
る
が
、
デ
ジ
タ

ル
の
活
用
に
不
慣
れ
な
高
齢
者
の
方
へ
の
対

応
と
、
使
用
で
き
る
カ
ー
ド
の
種
類
と
現
金

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　高
齢
者
の
対
応
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
教
室
な
ど
を
通
じ
て
普
及
に
努
め
る
ほ
か
、

使
用
で
き
る
カ
ー
ド
の
種
類
は
広
範
囲
な
対

応
と
大
型
商
業
施
設
で
利
用
可
能
な
カ
ー
ド

が
使
え
る
仕
様
を
考
え
て
い
る
。

　現
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
今
後
と

も
従
来
通
り
の
利
用
が
可
能
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
田
中
）

　
　前
年
度
と
の
取
り
組
み
の
違
い
は
。

　
　令
和
３
年
度
に
日
本
工
学
院
北
海
道
専

門
学
校
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
企
業
誘
致
を

進
め
る
た
め
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
整
備

さ
れ
、
令
和
４
年
度
か
ら
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
普
及
促
進
の
た
め
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
の
運
営
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す

る
情
報
発
信
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能
の
確

立
な
ど
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
業
務
に
関
し
て
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
中
心
と
な
り
、
人
と

人
を
つ
な
ぐ
役
割
な
ど
も
担
い
な
が
ら
取
り

組
む
こ
と
が
令
和
３
年
度
と
の
違
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
成
田
）

移
住
促
進
へ
の
取
り
組
み
は
い
か
に

窓
口
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
は
い
か
に

　地
域
公
共
交
通
等
検
討
会
議
経
費
は
、
地

域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
の
経
費
で
す
。

　登
別
市
公
共
交
通
計
画
に
沿
っ
て
、
協
議

事
項
や
実
施
事
業
の
内
容
を
質
疑
し
ま
し
た
。

　
　協
議
事
項
の
優
先
順
位
や
進
め
方
は
。

　
　高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
へ
向
け
た
、
利

用
料
金
の
助
成
制
度
を
は
じ
め
、
バ
ス
の
乗

り
方
教
室
の
開
催
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　バ
ス
の
乗
り
方
教
室
の
開
催
概
要
は
。

　
　３
回
程
度
を
目
標
に
、
商
業
施
設
や
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
の
活
用
を
考
え
て
い
る
が
、

バ
ス
事
業
者
と
協
議
を
し
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
伊
藤
）

質答質質答 答

質答質答
情
報
化
推
進
経
費
の
重
点
取
り
組
み
は

公
共
交
通
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
に
向
け
て

わ
か  

き

す
ぎ  

お

こ
ん  

の

な
り  

た

ち
　

 

だ

た  

な
か

い  

と
う
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　令
和
３
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し

て
、
本
市
観
光
大
使
で
あ
る
新
日
本
プ
ロ
レ

ス
所
属
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
、
矢
野
通
選
手
と
の

コ
ラ
ボ
T
シ
ャ
ツ
を
企
画
立
案
し
、
実
現
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　継
続
の
要
望
も
あ
り
、
質
問
し
ま
し
た
。

　
　矢
野
選
手
が
試
合
で
着
用
し
て
く
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
反
響
は
大
き
い
が
、

コ
ラ
ボ
返
礼
品
第
２
弾
へ
の
考
え
は
。

　
　魅
力
あ
る
返
礼
品
の
企
画
開
発
と
し
て
、

矢
野
選
手
と
の
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
第
２
弾
も
検

討
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
足
立
）

観
光
大
使
と
の
コ
ラ
ボ
返
礼
品
第
２
弾
を

質答

　
　最
終
処
分
場
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を

埋
め
て
い
る
の
か
。

　
　飛
灰
の
ほ
か
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
中
に

混
入
し
て
い
る
針
金
や
ネ
ジ
、
貝
殻
、
土
砂

な
ど
が
、
焼
却
さ
れ
ず
に
排
出
さ
れ
た
焼
却

不
燃
物
な
ど
の
焼
却
残
渣
で
あ
る
。

　
　こ
の
処
分
場
は
、
供
用
開
始
か
ら
23
年

目
を
迎
え
る
が
、
現
在
の
埋
め
立
て
状
況
と

今
後
の
埋
め
立
て
可
能
年
数
は
。

　
　約
54
％
埋
め
立
て
が
完
了
し
て
い
る
。

埋
め
立
て
可
能
年
数
は
約
24
年
で
あ
り
令
和

27
年
度
ま
で
の
見
積
も
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
佐
々
木
）

　
　雇
用
対
策
救
援
事
業
は
、
雇
用
の
安
定

化
と
い
う
観
点
か
ら
大
切
な
事
業
と
考
え
て

い
る
。
今
後
を
含
め
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ま
れ
て
い
く
の
か
。

　
　季
節
労
働
者
の
働
く
環
境
づ
く
り
、
雇

用
の
安
定
化
と
い
う
点
で
本
事
業
は
重
要
で

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　令
和
４
年
度
に
お
い
て
も
、
通
年
事
業
と

し
て
公
共
施
設
の
清
掃
の
ほ
か
、
冬
場
の
除

雪
、
ポ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
い
ず
れ
も
就
業

機
会
の
確
保
と
し
て
、
就
労
の
安
定
が
図
れ

る
よ
う
関
係
事
務
に
当
た
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
井
野
）

　
　現
在
SDGs
が
行
政
に
お
い
て
も
施
策
展
開

の
基
本
的
な
考
え
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
指
標

も
提
示
さ
れ
る
中
、
本
事
業
に
あ
る
イ
ベ
ン

ト
や
ブ
ー
ス
と
の
関
連
性
を
市
民
に
分
か
り

や
す
い
よ
う
に
掲
示
す
る
な
ど
、
工
夫
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

　
　SDGs
と
の
各
イ
ベ
ン
ト
や
ブ
ー
ス
と
の
関

連
性
に
つ
い
て
は
、
環
境
基
本
計
画
（
案
）

で
各
施
策
に
SDGs
を
関
連
付
け
て
表
記
し
て
お

り
、
こ
れ
を
参
考
に
表
現
可
能
な
ブ
ー
ス
に

は
、
提
案
通
り
来
場
者
に
と
っ
て
分
か
り
や

す
い
形
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
米
田
）

リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り
で
の
SDGs
の
取
り
組
み
は

雇
用
の
安
定
化
へ
向
け
た
取
り
組
み
は

　
　市
内
の
森
林
の
内
訳
と
比
率
に
つ
い
て

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　本
市
の
森
林
面
積
は
、
国
有
林
が
１
万

379
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
行
政
面
積
の
49
％
で
あ
り
、

民
有
林
は
５
千
172
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
行
政
面
積

の
24
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　こ
れ
だ
け
広
い
森
林
を
管
理
し
て
い
く

の
は
行
政
で
は
無
理
が
あ
る
た
め
、
本
市
の

貴
重
な
森
林
を
守
る
た
め
に
専
門
業
者
に
任

せ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　
　そ
の
よ
う
な
業
者
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
お

話
を
伺
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
村
井
）

質答質質答 答

質質質 答答答
廃
棄
物
処
分
場
の
埋
め
立
て
可
能
年
数
は

本
市
に
お
け
る
森
林
の
実
態
は

あ  

だ
ち

む
ら  

い

　
　小
・
中
学
校
の
新
１
年
生
に
支
給
さ
れ

る
新
入
学
準
備
金
は
３
月
に
支
給
さ
れ
る
が
、

入
学
時
に
必
要
と
な
る
ラ
ン
ド
セ
ル
、
鞄
、

制
服
、
上
靴
な
ど
を
用
意
す
る
に
は
必
ず
し

も
十
分
な
期
間
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

　準
備
金
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
支
給
時

期
を
早
め
る
べ
き
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　転
校
に
よ
る
準
備
金
の
返
還
事
務
手
続

き
が
増
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
支

給
時
期
を
３
月
と
し
て
い
る
。

　有
効
活
用
の
た
め
、
支
給
時
期
を
１
〜
２

月
に
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
渡
辺
）

質答
12
月
中
の
新
入
学
準
備
金
の
支
給
は

わ
た
な
べ

い
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　本会議や各委員会は、スマートフォンやパソコ
ンなどからでもご覧いただけます。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のた
め、ご来場による傍聴はできる限りお控えいただ
き、スマートフォンやパソコンから議会中継をご
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 今年度から導入されているオンラインを活用し
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び22日議会運営委員会（右）で行われました。
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スマートフォン
などで
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第２回定例会は
６月10日(金)から

   開催される予定です。
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　社
会
福
祉
協
議
会
の
予
算
増
額
理
由
は
。

　
　本
市
の
地
域
福
祉
に
欠
か
せ
な
い
存
在

と
認
識
し
、
安
定
的
な
経
営
に
向
け
、
人
件

費
の
み
を
補
助
対
象
経
費
と
し
た
た
め
。

　
　町
内
会
組
織
が
な
い
富
浦
町
の
防
犯
灯

の
維
持
管
理
の
現
状
は
。

　
　地
域
有
志
を
中
心
に
富
浦
町
防
犯
灯
を

守
る
会
が
発
足
、
他
町
内
会
と
同
様
に
管
理

し
て
い
る
。

　
　老
朽
化
し
た
郷
土
資
料
館
の
管
理
状
況

や
今
後
の
工
事
や
増
築
の
必
要
性
は
。

　
　登
別
市
教
育
施
設
等
個
別
施
設
計
画
に

記
載
さ
れ
る
財
政
情
勢
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
杉
尾
）

　
　本
市
が
整
備
費
一
部
負
担
の
市
立
室
蘭

看
護
専
門
学
院
の
看
護
師
試
験
の
合
格
率
は
。

　
　過
去
３
年
間
で
平
均
98
％
で
あ
る
。
　

　
　看
護
学
院
の
内
、
登
別
市
民
の
占
め
る

割
合
と
卒
業
生
の
主
な
就
職
先
は
ど
こ
か
。

　
　卒
業
生
の
約
25
％
（
過
去
３
年
間
）
は

本
市
の
市
民
で
あ
り
、
主
な
就
職
先
は
、
市

立
室
蘭
総
合
病
院
、
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
、

Ｊ
Ｃ
Ｈ
О
登
別
病
院
で
あ
る
。

　同
学
院
は
、
若
年
層
の
転
出
防
止
と
、
地

域
医
療
の
充
実
の
観
点
か
ら
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
り
、
負
担
継
続
の
提
言
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
若
木
）

　
　令
和
４
年
度
の
保
育
所
入
所
決
定
通
知

の
発
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　令
和
４
年
３
月
１
日
に
決
定
し
、
３
月

３
日
に
発
送
し
て
い
る
。

　
　保
育
所
運
営
の
第
一
の
目
的
は
、
保
護

者
の
家
庭
と
仕
事
の
両
立
支
援
で
あ
り
、
入

所
ま
で
１
カ
月
に
満
た
な
い
段
階
で
の
決
定

通
知
は
遅
す
ぎ
る
の
で
は
。

　
　現
行
の
１
カ
月
前
の
通
知
で
は
遅
い
と

の
意
見
も
理
解
で
き
る
の
で
、
令
和
５
年
度

に
は
さ
ら
に
１
カ
月
程
度
の
前
倒
し
を
目
標

に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
今
野
）

質質 答答

予算・決算委員会（令和４年度予算審査） 各委員の質疑

地
域
福
祉
の
充
実
と
文
化
の
伝
承
を

保
育
所
の
入
所
決
定
通
知
の
早
期
発
送
を

質質 答答

質質質 答答答

市
立
看
護
専
門
学
院
の
整
備
負
担
の
継
続
を

　
　令
和
４
年
度
、
新
た
に
取
り
組
む
重
点

的
な
事
業
は
何
か
。

　
　市
民
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進
事

業
で
は
、
高
齢
者
な
ど
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

の
使
い
方
に
不
安
の
あ
る
市
民
を
対
象
と
し

た
講
習
会
を
年
８
回
計
画
し
て
い
る
。

　ま
た
、
公
共
施
設
の
予
約
を
従
来
通
り
の

電
話
に
よ
る
予
約
と
、
ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
用
い

た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
施
設
予
約
の
管
理
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。
予
約
期
間
の
見
直
し

な
ど
、
利
便
性
の
向
上
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
田
）

　
　令
和
４
年
度
よ
り
窓
口
で
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
対
応
が
開
始
さ
れ
る
が
、
デ
ジ
タ

ル
の
活
用
に
不
慣
れ
な
高
齢
者
の
方
へ
の
対

応
と
、
使
用
で
き
る
カ
ー
ド
の
種
類
と
現
金

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　高
齢
者
の
対
応
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
教
室
な
ど
を
通
じ
て
普
及
に
努
め
る
ほ
か
、

使
用
で
き
る
カ
ー
ド
の
種
類
は
広
範
囲
な
対

応
と
大
型
商
業
施
設
で
利
用
可
能
な
カ
ー
ド

が
使
え
る
仕
様
を
考
え
て
い
る
。

　現
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
今
後
と

も
従
来
通
り
の
利
用
が
可
能
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
田
中
）

　
　前
年
度
と
の
取
り
組
み
の
違
い
は
。

　
　令
和
３
年
度
に
日
本
工
学
院
北
海
道
専

門
学
校
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
企
業
誘
致
を

進
め
る
た
め
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
整
備

さ
れ
、
令
和
４
年
度
か
ら
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
普
及
促
進
の
た
め
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
の
運
営
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す

る
情
報
発
信
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能
の
確

立
な
ど
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
業
務
に
関
し
て
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
中
心
と
な
り
、
人
と

人
を
つ
な
ぐ
役
割
な
ど
も
担
い
な
が
ら
取
り

組
む
こ
と
が
令
和
３
年
度
と
の
違
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
成
田
）

移
住
促
進
へ
の
取
り
組
み
は
い
か
に

窓
口
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
は
い
か
に

　地
域
公
共
交
通
等
検
討
会
議
経
費
は
、
地

域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
の
経
費
で
す
。

　登
別
市
公
共
交
通
計
画
に
沿
っ
て
、
協
議

事
項
や
実
施
事
業
の
内
容
を
質
疑
し
ま
し
た
。

　
　協
議
事
項
の
優
先
順
位
や
進
め
方
は
。

　
　高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
へ
向
け
た
、
利

用
料
金
の
助
成
制
度
を
は
じ
め
、
バ
ス
の
乗

り
方
教
室
の
開
催
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　バ
ス
の
乗
り
方
教
室
の
開
催
概
要
は
。

　
　３
回
程
度
を
目
標
に
、
商
業
施
設
や
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
の
活
用
を
考
え
て
い
る
が
、

バ
ス
事
業
者
と
協
議
を
し
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
伊
藤
）

質答質質答 答

質答質答
情
報
化
推
進
経
費
の
重
点
取
り
組
み
は

公
共
交
通
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
に
向
け
て

わ
か  

き

す
ぎ  

お

こ
ん  

の

な
り  

た

ち
　

 

だ

た  

な
か

い  

と
う
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　令
和
３
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し

て
、
本
市
観
光
大
使
で
あ
る
新
日
本
プ
ロ
レ

ス
所
属
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
、
矢
野
通
選
手
と
の

コ
ラ
ボ
T
シ
ャ
ツ
を
企
画
立
案
し
、
実
現
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　継
続
の
要
望
も
あ
り
、
質
問
し
ま
し
た
。

　
　矢
野
選
手
が
試
合
で
着
用
し
て
く
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
反
響
は
大
き
い
が
、

コ
ラ
ボ
返
礼
品
第
２
弾
へ
の
考
え
は
。

　
　魅
力
あ
る
返
礼
品
の
企
画
開
発
と
し
て
、

矢
野
選
手
と
の
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
第
２
弾
も
検

討
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
足
立
）

観
光
大
使
と
の
コ
ラ
ボ
返
礼
品
第
２
弾
を

質答

　
　最
終
処
分
場
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を

埋
め
て
い
る
の
か
。

　
　飛
灰
の
ほ
か
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
中
に

混
入
し
て
い
る
針
金
や
ネ
ジ
、
貝
殻
、
土
砂

な
ど
が
、
焼
却
さ
れ
ず
に
排
出
さ
れ
た
焼
却

不
燃
物
な
ど
の
焼
却
残
渣
で
あ
る
。

　
　こ
の
処
分
場
は
、
供
用
開
始
か
ら
23
年

目
を
迎
え
る
が
、
現
在
の
埋
め
立
て
状
況
と

今
後
の
埋
め
立
て
可
能
年
数
は
。

　
　約
54
％
埋
め
立
て
が
完
了
し
て
い
る
。

埋
め
立
て
可
能
年
数
は
約
24
年
で
あ
り
令
和

27
年
度
ま
で
の
見
積
も
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
佐
々
木
）

　
　雇
用
対
策
救
援
事
業
は
、
雇
用
の
安
定

化
と
い
う
観
点
か
ら
大
切
な
事
業
と
考
え
て

い
る
。
今
後
を
含
め
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ま
れ
て
い
く
の
か
。

　
　季
節
労
働
者
の
働
く
環
境
づ
く
り
、
雇

用
の
安
定
化
と
い
う
点
で
本
事
業
は
重
要
で

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　令
和
４
年
度
に
お
い
て
も
、
通
年
事
業
と

し
て
公
共
施
設
の
清
掃
の
ほ
か
、
冬
場
の
除

雪
、
ポ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
い
ず
れ
も
就
業

機
会
の
確
保
と
し
て
、
就
労
の
安
定
が
図
れ

る
よ
う
関
係
事
務
に
当
た
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
井
野
）

　
　現
在
SDGs
が
行
政
に
お
い
て
も
施
策
展
開

の
基
本
的
な
考
え
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
指
標

も
提
示
さ
れ
る
中
、
本
事
業
に
あ
る
イ
ベ
ン

ト
や
ブ
ー
ス
と
の
関
連
性
を
市
民
に
分
か
り

や
す
い
よ
う
に
掲
示
す
る
な
ど
、
工
夫
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

　
　SDGs
と
の
各
イ
ベ
ン
ト
や
ブ
ー
ス
と
の
関

連
性
に
つ
い
て
は
、
環
境
基
本
計
画
（
案
）

で
各
施
策
に
SDGs
を
関
連
付
け
て
表
記
し
て
お

り
、
こ
れ
を
参
考
に
表
現
可
能
な
ブ
ー
ス
に

は
、
提
案
通
り
来
場
者
に
と
っ
て
分
か
り
や

す
い
形
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
米
田
）

リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り
で
の
SDGs
の
取
り
組
み
は

雇
用
の
安
定
化
へ
向
け
た
取
り
組
み
は

　
　市
内
の
森
林
の
内
訳
と
比
率
に
つ
い
て

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　本
市
の
森
林
面
積
は
、
国
有
林
が
１
万

379
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
行
政
面
積
の
49
％
で
あ
り
、

民
有
林
は
５
千
172
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
行
政
面
積

の
24
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　こ
れ
だ
け
広
い
森
林
を
管
理
し
て
い
く

の
は
行
政
で
は
無
理
が
あ
る
た
め
、
本
市
の

貴
重
な
森
林
を
守
る
た
め
に
専
門
業
者
に
任

せ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　
　そ
の
よ
う
な
業
者
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
お

話
を
伺
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
村
井
）

質答質質答 答

質質質 答答答
廃
棄
物
処
分
場
の
埋
め
立
て
可
能
年
数
は

本
市
に
お
け
る
森
林
の
実
態
は

あ  

だ
ち

む
ら  

い

　
　小
・
中
学
校
の
新
１
年
生
に
支
給
さ
れ

る
新
入
学
準
備
金
は
３
月
に
支
給
さ
れ
る
が
、

入
学
時
に
必
要
と
な
る
ラ
ン
ド
セ
ル
、
鞄
、

制
服
、
上
靴
な
ど
を
用
意
す
る
に
は
必
ず
し

も
十
分
な
期
間
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

　準
備
金
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
支
給
時

期
を
早
め
る
べ
き
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　転
校
に
よ
る
準
備
金
の
返
還
事
務
手
続

き
が
増
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
支

給
時
期
を
３
月
と
し
て
い
る
。

　有
効
活
用
の
た
め
、
支
給
時
期
を
１
〜
２

月
に
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
渡
辺
）

質答
12
月
中
の
新
入
学
準
備
金
の
支
給
は

わ
た
な
べ

い
　

 

の

さ
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発行：登別市議会／編集：広聴・公開委員会 問い合わせ ☎8592 20／ gikai@city.noboribetsu.lg.jp

　本会議や各委員会は、スマートフォンやパソコ
ンなどからでもご覧いただけます。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のた
め、ご来場による傍聴はできる限りお控えいただ
き、スマートフォンやパソコンから議会中継をご
覧いただきますよう、ご協力をお願いします。

 今年度から導入されているオンラインを活用し
た委員会が４月13日広聴・公開委員会（左）及
び22日議会運営委員会（右）で行われました。

議会中継を
スマートフォン
などで
閲覧しませんか？

令和４年
第２回定例会は
６月10日(金)から

   開催される予定です。


